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義
束
第
二
　
十
　
号

三
部
町
社
会
福
祉
基
金
粂
例
の
設
定
に
つ
い
て

軒
の
と
お
り
三
部
町
社
会
福
祉
基
金
条
例
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
地
方
自
治
法
蒜
和
二
十

二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
L
J
粂
弟
一
項
の
規
定
に
′
よ
り
､
木
琴
会
の
散
決
を
求
め
る
.
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四

十

九

年

三

月

十

二

日
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町
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長
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村

　

　

喬

　

　

成
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⊥

餅
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差
す

了
L
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三
額
町
条
例
第

早

三
朝
町
社
会
福
祉
基
金
条
例
J

(
穀
健
の
日
的
)

聖
典
　
町
民
の
福
祉
を
増
進
l
L
･
す
べ
･
て
の
町
民
が
健
簾
で
文
化
倒
な
生
首
を
営
な
む
こ
と
駐
兵
す

る
た
め
,
社
会
福
祉
基
金
(
以
下
十
基
金
｣
と
い
う
｡
)
を
設
膚
す
る
｡

(
基
金
の
析
)

第

二

粂

　

基

金

の

額

は

'

二

盲

万

円

と

す

る

｡
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(
管
理
)

雪
壷
.
基
金
に
馬
す
る
現
金
は
･
金
融
横
鞘
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
乗
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り

メ

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
連
用
益
金
の
処
理
)

集
由
集
　
基
金
の
連
用
か
ら
峯
1
1
阜
収
益
は
･
蒜
会
計
才
人
才
払
予
井
に
計
上
し
て
'
町
民
福
祉
の

常
襲
瞥
斬
り
､
東
は
観
象
腐
祉
綾
人
三
部
町
社
会
福
祉
揚
幕
皐
絡
蓉
欝
‰
繁
り
桑
野
萱
を



葺
成
す
る
｡

(
委
任
)

ヽ

雲
集
　
こ
富
例
覧
め
る
も
の
の
ほ
か
,
基
金
-
監
用
に
鞄
し
､
.
必
要
な
芸
は
･
町
長
が

ノ

別
忙
定
め
る
｡

附

へ
施
行
期
日
)

こ
の
条
例
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡
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